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１．研究目的･内容 

本研究では、認知症疾患群を鑑別するための自動診断アルゴリズムの開発、並びに、治療に対する意思決定に関

わる患者家族の精神的な負担の低減策を検討することを目的とする。 

２．研究経過及び成果 

アルゴリズム開発について 2019 年度では、AI アルゴリズムの学習に求められる、十分な質と数の臨床症例を確保

するための手法を提案し、論文化した。 

認知症の過半数を占めるアルツハイマー病では、PET によるアミロイドの脳への集積状況の画像(アミロイド画像)か
ら診断に有効な情報を得ることが出来るが、そのためには、生理学的に Aβ の集積が無い小脳灰白質を用いて

PET 画像を正規化する必要がある。しかし、小脳灰白質は複雑な形状を有することから、自動的に部位を同定する

アルゴリズムが必要である。そこで、AI によるアルゴリズムを開発し、臨床画像を用いた性能評価を通して臨床的な

可用性を示した(Yamada, ANM, 2019)。 

又、AI アルゴリズムを学習するためには数百から数千例の臨床画像が必要となるが、認知症多群鑑別のターゲット

となるレビー小体型認知症や前頭側頭型変性疾患では発症率が比較的低いために、この規模の症例を集めること

は困難であり、これが認知症診断への AI アルゴリズム適用の問題となっていた。そこで、画像データの合成で使用

される AI アルゴリズムである CycleGAN を用いることで、臨床画像に類似した画像の合成が可能であることを示し

た(Kimura, ANM, 2020)。 

自動診断のための AI アルゴリズムについては、臨床的な検証を行った(��������������������������Psych Geria, 2020)。

また、工学的な検討を進めた(牛房, 根本, 2019, 2020)。 

認知症の経過は長期に渡ることから、介護を担う患者家族に対するケアーが重要である。そこで、治療に纏わる選

択に対する心理的な障壁についての検討を行った(塩﨑, 佐藤, 2020)。 

３．本研究と関連した今後の研究計画 

2020年度は、認知症多群鑑別に向けた AI アルゴリズムの開発に研究を進めると共に、患者家族に対する治

療方針決定に向けたガイドラインの創出に向けた検討を進める。 
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